
②小児期•AYA期発症がん経験者のための如陶舌動における病気開示の意思決定翅及ガイド<Decisionaid)の開発
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本研究の先行研究として平成 27 年度の小児がんフォロ ーアップ研究助成（研究代表者商橋都）により、 小児期 •AYA 期
発症の小児がん経験者の初めての就職活動の実態と情報支援ニーズに関する研究というインタビュ ー調査を行いました)
そこで様々な「初めての初陶舌動時の困難感」というものが明らかになりましたが、その中の一つとして企業側 ・ 行政側
の採用担当者に病気について伝えるか伝えないかという病気開示の問題を抱えた経験者がいることがわかりまし芯私は
長い間病気を周囲の人に伝えていくことの困難さをテーマに研究しておりますが、またそれとは違った困難感があるので

砒究朔景：葛藤やジレンマの要困

1、 細庫についての姻翫憫瞑）不d
2. ある選択脚盈大・過小な期待をかけている
3. 価値観がはっきりしない
4, 周囲の人の価値や意見がよくわからない
5. ある1つの選拘技に対する周囲のプレッシャーがある
6. 自分の選択を聞いてくれたり認めてくれる人がいない
7. これらの障告を乗り越えるスキルや支援がない

呻翡・支腿雖の椒り創出

瞑朔晨 ．．よりよい意辰決定
1. 意思決定が必要な問題を明確にする
2. 可能性のあるすべての選痴技のリストづくり
3. 選択肢のベネフィットとリスクを評価
4. 選択肢を選んた結果を想像する
5. 意患決定における心理的な影響（リスク認知の多渕心に注ほ

してシくりと選ぶ
6. 意思決定の支援を得る
7. 意思決定における葛藤やジレンマを解決する

⇒意思決定翅比ガイド

はないかと考えましfこそれi認靡臨動時においては、
パワ ーバランスが違うということです。採用してもらう
側と、採用する側というところで病気開示という問題は
どのように扱っていくべきなのかということを考えてい
かなければいけないと思いました。他にも理由はありま
すが、病気を開示していくということにはリスクが伴う
ことになります。自身のがん経験を話してサポーティプ
な図芯が得られるならば良いですが、まだまだそうでは
ない場合も多く、相手に話してどのような反応があるか
が、当事者には気になる点であると思います。また就職
活動であればそれが理由ではないかもしれませんが、伝
えた後の結果も「採用されなかった」、 「入社した後に言
ってないから就業上の配慮は得られず辛い思いをした」、

「長く勤務ができない」などといったリスクティキング
ができるのかという問題もあるかと思います。
リスクと言っても、リスクヘッジしていかなければいけ
ないという考え方に立つと、「いつ ・ 誰に・何を・どのく
らい ・ どのように開示していくのか」か就職活動におい
ては大事で、これには戦賂が必要と考えましt.::.,

次に葛藤やジレンマの要因にはどのようなものがある
のかについて考えていくと「選脚技についての知識・情
報の不足J言う・言わないという選択肢を時と場合によ
って、この担当者なら話しても良いかなど状況によって
変え、 それによってどんな結果が待っているかといった
情報不足が葛藤やジレンマにつながると言われています。
また「自分の選択を聞いてくれたり認めてくれる人がい

ない」はがん経験者の仲間内であれば言えるが、学友や就職支援課という就職活動の場においてがん経験者であると病気
について言うことは、ハー ドルが高いと聞いていますので難しいようです。「これらの障害を乗り越えるスキルや支援がな
い」ということも聞こえてきましteo 現伏で情報提供や支援提供の場が少ないのであれば、それを作っていこうではない
かというのが私たちの考えになっています。

では、 良い意思決定支援をしていくためにはどんなことが必要なのか、7項目挙げましt.::., 1はがん経験者から見て意
思決定に葛藤があるかどうか、しつかりとみていかなければならないと思っています。1から7のすべてを網羅する意思
決定ガイドが必要であり、本研究の全体目標ぱ初めての初膨舌動における病気開示の意思決定支援ガイドの作成です。
オタワ意思決定支援の枠組み（主に治療の現場の意思決定）があり、患者がどのように治療選択していくかというところ
で取り入れられているものです。これを私たちは学生が就職活動の時に病気を開示する ・ しないといった意阻決定の枠組
みづくりに応用しようと考え、この枠組みの中古訓究を進めています。





できる、 つまり就lf紺請力もお見合いのように相手とのマッチングを見ることもできるメリットもあるという話もありまし
た。
一方でデメリットはがん経験を話すことによって相手の対応に傷つくこともあるという話が出ました。 相手の無理解によ
り不利になる、採用・職種が狭まる、選択肢が狭まるなど、精栴的苦痛があるなどの意見がありましたこれは就職課と
しての意見ではなく、 個人としての意見として伺いました個人的な考えと捉えていただければと思います。

最後に、意思決定支援ガイドを作った時に使ってもらえるか、 どんな情報が入っていたら使いやすいかと尋ねると（が

病気開示の意思決定支援ガイドに求めること（抜粋）
・ロールモデルの情報
•新卒採用のがん経験者の採用実績

•新卒採用のがん経験者の離職率

・就労に関連するわかりやすい医学情報
・病気開示のメリット・デメリット

ん経験者の••般就労支援をしたことのある方が1名と、 ほとん
どの方は支援経験がなく、 小児がんAYA期のがん罹患率・牛存
率が増えていることを紅らない方もいるため）実祭に働いてい
る経験者のロールモデルが欲しいということです。 次に新卒採
用のがん経験者の採用実績で、 会社の実績があればそういった
会社を勧めることができるので心強いということです。新卒採
用のがん経験者の離職率（言う・言わないによってどれだけの
離J繭があるのか、 どれだけ配虚が受けられなくて辛いのかも含

．できること／できないことを企業側に伝える時の伝え方 む）、就労に関連する医学閲段（がん治療・晩期合併症はどんな
ものがあるのか）をわかりやすく情報提供して欲しいとのことです。病気開示のメリット ・ デメリットは提示することに
よって学生が選ぶことができる、 自分がどのような仕事む盤んでいき、 人生設計をしていくのかができるのでぜひ人れて
欲しいとのことでしty, できること ・ できないことを伝える時のうまい企業側への伝え方は、 ポジティプな印象を与える
ことが大事なのでいかに伝えるかのノウハウが欲しいということでした。

今後の方向性として(2つの調査結果を統合させ、意思決定支援ガイドを作成していますが）、オタワのフレームワーク
の中で、メリット・デメリットの提示、「あなたはどうしますか」など意思決定をするときのチェックポイント、治療汎涜
いていてフォロ ーアップ外来に行かなければいけないが有給休暇を取る頻度によっても、 言う・言わないという判断基準
となるチェックリストがあれば良いと思い作成しています。 今後、ユーザー （就職支援課）およびがん経験者を対象にし
たフィ ールドテストを実施し、 その結果を踏まえて意思決定ガイドを精錬させて実用化したいと考えています。 医胴幾関
での相談も経験者から望まれていますので、 そこでも支援の場ができれば良いと考え、 そういった新たなユーザーの開拓
も考えています。
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